
Ethical Economy
エシカルエコノミー：倫理的な経済



人類が地球に生き残るために。

リバースプロジェクトは、

衣・食・住という３つの領域で

未来に持続可能な社会を構築する、

倫理的な経済モデルのあり方を

提唱しています。

エシカルエコノミーを体現する。



提言１

東京五輪を世界へ大きく発信
１．スマホで撮って、ネットで動画を共有。

放映権の一部を市民へ公開する21世紀モデル。

２．仲良くなったらハイタッチで、世界中の「個人」
がつながるガジェットの開発。「平和の見える化」

３．本来ならば、パラリンピックから始まる五輪で、
最後まで、注目度の高い大会を目指したい。

ポイント 唯一の“2回目開催都市”として、
今までにない新しいチャレンジを世界へ発信。



提言２

食品ロス対策
１．日本の食品ロスは世界トップクラス。

廃棄食材を活用する新たなモデルを開発。
２．フランスに倣い、新たなルール

（大型スーパーの食品廃棄禁止）により、
食料廃棄率を減少させる。

３．スーパーでは売れない“形の悪い”食品を
企業の社食、ランチデリバリーなどで活用。
大田市場と取り組みとして開始し、
販売利益を財源にした社会活動の充実化を計画。

ポイント 世界トップクラスの先進都市として、
食品ロス削減の東京モデルを構築。



提言３

島しょ部のエコ・アイランド化
１．東京都にも島しょ部の過疎化という問題があり、

これを解決する新たなコンセプトが必要。

２．島という隔絶された環境を逆手に取って、
経済状況、自給率を明確に把握できる場とする。

３．未来の生き方を実践する「エコアイランド」を
作ることは分かりやすい事例になり得る。

ポイント 東京という経済規模を生かすことで、
他の地域では実現できないモデルを開発。



提言４

エコビルで環境先進都市へ
１．新築および既存の商業ビルに対して

エネルギー自給、緑化、水循環などの規制をかける。

２．環境適応基準を新たに設け、非達成率に応じて
“増税”を行う。

３．増税で得られた財源を、
空き家対策やコミュニティ再生事業に活用する。

ポイント 環境先進都市実現のために必要な事業を
都内で活躍する企業の協力で構築する。



提言５

企業・団体の制服のエシカル化・
ファッション性向上

１．原料、素材、製造現場、物流すべてをエシカル化。

２．アイコンとなるデザイナーを起用し、
「これが着たい！」と思える制服を作る。
その結果、働く人たちのモチベーションと
企業・組織へのロイヤリティを向上させる。

ポイント 作り方、デザイン、働く人の意識を高め、
企業の顔となるブランド力のある“制服”。




